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「どこでも市長室」でいただいた意見等 

日   時 令和元年 7 月 23 日（火）15:00～16:00 

会   場 株式会社 あおば 申込団体名 特定非営利活動法人 ゆいの会 

参加者の意見 

（1/2） 

●健康麻雀で使う麻雀卓について、砂沼荘に設置して、自由に使えるようにし

たらいいという意見を聞きます。社協のみなさんと話し合っていただければ、

設置する場所は中にあると思います。 

 

●砂沼荘の利用について、健康体操での利用が多く、体操以外の利用が限定さ

れることが多くなったと思います。体操ができる体育館や公民館等は空いて

いますが、カラオケやベッドがある施設は砂沼荘しかありません。カラオケ

装置のある砂沼荘で、健康体操をやって、カラオケのお客さんを妨げている

ような感じが見受けられるのですが、どうでしょうか。 

 

●福祉タクシーを事業として行っているのですが、市が配布しているタクシー

券は、申請が必要になります。逆に言えば、市側からタクシー券が配布され

ますということを言ってもらわないと、タクシー券を取りに行かない方もい

ると思います。ケアマネ事業者の中で、福祉タクシーの申請代行も行ってい

ますが、申請代行のアクションを起こしてあげないと、本当はもらえること

を知らない人もいます。市報には載っていますが、市報をあまり見ない方も

いて、何をやっているのか分からないというのが現実だと思います。 

 

●私は、「買い物お助け隊」というボランティア団体を立ち上げています。車を

使って、利用者から千円だけ年会費をいただくほかは、報酬なしで、第二日

曜日に活動して、３年目になります。１年目は、各地区でバス停的なものを

設けましたが、全部失敗しました。そこまで歩いていくとなると大変だとい

う声が出ました。そこで会員さんを登録制度にして、前日に利用される方に

電話を入れ、明日何時ですよということを言うと、みなさん、その時間には

玄関前で待ってくれています。今やっていることは、カスミまで買い物に行

くので、ゴールはカスミです。車で利用者を乗せて行き、後は、自由に活動

してもらいます。もうそろそろ終わるかなという時に、レジに行って、お荷

物が重いのを私たちがサポートして、車に乗せて、また自宅まで送って行く

ということをやっており、需要はかなり出てきました。高齢者の方が自動車

運転免許証を返納する理由は、認知度合が悪くなってくるからだと思います。

認識、判断力、そして足腰が不自由になってきているからです。そうなって

くると、バス停まで歩いて行くのではなくて、一軒一軒回れるような仕組み

が必要になります。 

 

  



2/2 
 

（続）特定非営利活動法人 ゆいの会 

参加者の意見 

（2/2） 

●シモンちゃんバスは、観光なのか、他の地域から人を呼びたいのかというユ

ーザー方針をしっかりと固めないと、シモンちゃんバスに９０％の人が乗っ

ている姿を見たことがないです。そこに、例えば、市の予算を２千万円かけ

ているのであれば、自治区ごとにワゴンタイプの車両を置いた方が良いと思

うので、そういったことも検討していただければと思います。 

 

●高齢の人がどこへ行きたいかというと、イオンに行きたいのです。土日は、

自分のお嬢さんや息子さんが買い物に連れて行ってくれますが、それは定期

的に日常品とか食料買うだけで帰ってきます。自分で、気楽に、ちょっとふ

らっと行って、お洋服を見るとか、１週間に１回くらい、自由に出かけたい

と思います。私は、宗道に住んでいますが、シモンちゃんバスを使う場合は、

宗道駅から常総線に乗って、シモンちゃんバスに乗り継ぐ必要があります。

そうすると、電車とシモンちゃんバスの連絡が、３０分以上かかります。シ

モンちゃんバスに乗ろうと思ったら、もっと早くに家を出なければならず、

乗り継ぎがネックになっています。みなさんが言うように、宗道地区にも、

千代川庁舎の前かどうか分かりませんけども、シモンちゃんバスを回しても

らったら、どれだけ助かるだろうと思います。 

 

●デイサービスの車がワゴンタイプなのですが、日中１０時から１５時くらい

までは空いています。朝の送迎が終わってしまうと、６人くらいが乗れる車

が空いてしまいます。これはどこの事業者でも空いています。そこで、介護

保険制度の総合事業として、要支援１や２の運転免許を返上された方に対す

る移動や外出支援事業が行えないでしょうか。デイサービスは曜日が決まっ

ているのですが、迎えに行ったら、イオンで買い物して１時間くらい経った

ら帰るということを行えば、それが地域のデイサービスというところで、細

かな配慮ができ、個人負担が少なくなるものと思います。 

 

●砂沼の周り歩いていると、観桜苑の菖蒲の周りの草刈りを頻繁に行っていま

す。でも、花は、ほとんど咲いておりません。あれだけ費用をかけているの

であれば、もう少し立派な花を咲かせてもらいたいと思います。 

 

●防災無線がデジタル化して、スマートフォンへの情報提供が行われるとのこ

とですが、高齢者はスマートフォンを持っていないので、家庭のラジオでも

受信できるようにお願いします。 

市民協働課 扱 


